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中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
フ
ィ

ー
ル
ド
サ
ー
バ
」
を
開
発
し
た
。
こ
れ

は
フ
ィ
ー
ル
ド
に
長
期
間
設
置
し
て
、

環
境
の
計
測
、
動
植
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
、
農
園
の
監
視
な
ど
が
行
え
る
も
の
。

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
に
は
温
度
・
湿

度
・
日
射
量
な
ど
を
計
測
す
る
各
種
セ

ン
サ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
を
搭
載
。

セ
ン
サ
類
は
土
壌
水
分
、
葉
の
濡
れ
、

C
O
2
濃
度
、
Ｕ
Ｖ
（
紫
外
線
）、
害
虫

カ
ウ
ン
タ
な
ど
を
オ
プ
シ
ョ
ン
で
つ
け
る

こ
と
も
で
き
る
。
サ
ー
バ
間
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（W

i-F
i

）
を
利
用

し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
に
も
対
応
（
収
集

し
た
デ
ー
タ
か
ら
イ
モ
チ
病
発
生
予
察
等

を
行
な
う
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
）。

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
環
境
デ
ー
タ
を
継
続
的
に
収

集
・
集
積
。
こ
れ
を
農
業
活
動
に
利
用
で

き
る
。
ま
た
、
農
地
は
人
の
目
が
届
か
な

い
た
め
、
無
防
備
で
あ
る
。
こ
れ
を
し
っ

か
り
監
視
で
き
、
カ
メ
ラ
が
圃
場
を
に
ら

ん
で
い
る
だ
け
で
も
農
産
物
の
盗
難
な
ど

は
か
な
り
抑
制
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
産
地
で
の
農

作
業
や
栽
培
履
歴
な
ど
が
わ
か
り
、
食
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
お
い
て
も
有
効
な

手
段
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
フ

ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
は
農
業
の
現
場
に
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
通
信
の
接
続
拠
点
を
創
出
す
る
。

ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
持
ち
込
む
こ
と
で
、
圃
場

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
利
用

で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
国
内
の
農
場
や
公
園

な
ど
、
ア
メ
リ
カ
、
タ
イ
、
中
国
、
台
湾
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ

リ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
に
設
置
し
て
実
証

試
験
を
実
施
。
改
良
と
機
能
向
上
を
図
っ

て
き
た
。
屋
外
に
長
期
設
置
す
る
も
の
な

の
で
耐
久
性
が
重
要
で
あ
る
が
、
標
高
が

５
０
０
０
ｍ
に
も
な
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
よ
う

な
厳
し
い
環
境
下
で
も
利
用
可
能
だ
。

な
お
、
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
は
㈱
イ
ー

ラ
ボ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
よ
り
商
品
化

さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
価
格
は
1
台
当
た

り
45
万
円
程
度
。
来
年
あ
た
り
か
ら
は
10

〜
20
万
円
程
度
の
廉
価
版
の
市
販
も
予
定

さ
れ
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
通

信
の
中
継
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
て
い
く
た
め
、
広
域
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
機
器
の
数
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
今
後
は
低
価
格
化
が
課
題
で
あ

る
。
機
器
の
価
格
を
下
げ
る
の
は
量
産

化
に
よ
り
可
能
だ
が
、
問
題
な
の
は
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
コ
ス
ト
だ
。
Ｉ
Ｔ
系
技

術
者
が
設
置
場
所
に
赴
い
て
整
備
す
る

と
か
な
り
の
費
用
が
発
生
す
る
。
本
格

的
な
農
業
で
の
利
用
に
は
１
台
２
万
円

以
下
、
設
置
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
は
無
料
と
い
う
仕
組
み
が
必
要
だ
。

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
利
用
も
含
め
て

無
料
に
す
る
に
は
、
例
え
ば
、G

oog
le

の
よ
う
に
広
告
で
稼
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

圃
場
で
継
続
的
に
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

無
線
L
A
N
環
境
も
創
出
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FieldServer/

フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
バ
ー
の
設
置
例
。
電
源
を
確
保
し

に
く
い
農
場
で
も
稼
動
で
き
る
よ
う
に
太
陽
電
池
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
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「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
」
と
は
、
離

れ
た
場
所
か
ら
光
や
電
磁
波
の
反
射
な

ど
を
用
い
て
作
物
や
畑
の
状
態
を
測
定

す
る
手
法
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
土
壌

の
水
分
状
態
や
肥
沃
に
関
す
る
情
報
、

作
物
の
栄
養
状
態
や
生
育
段
階
に
関
す

る
情
報
な
ど
を
測
定
す
る
方
法
が
研
究

さ
れ
て
い
る
。

私
は
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
在

籍
時
に
、
小
麦
生
産
で
の
衛
星
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
活
用
に
関
す
る
研
究
に

携
わ
っ
た
。
こ
の
技
術
は
２
０
０
５
年

よ
り
北
海
道
芽
室
町
で
導
入
さ
れ
て
い

る
。
北
海
道
の
大
規
模
畑
作
地
帯
で
は

機
械
や
施
設
を
共
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
多
く
、
収
穫
を
行
な
う
圃
場
の
順
番

を
決
め
る
作
業
が
重
要
と
な
る
。
同
時
に
、

収
穫
が
早
す
ぎ
る
と
小
麦
の
水
分
含
有
量

が
多
く
乾
燥
に
か
か
る
コ
ス
ト
と
時
間
が

増
加
し
、
収
穫
が
遅
れ
て
低
温
・
降
雨
に

当
た
る
と
品
質
低
下
を
招
く
た
め
、
収
穫

時
期
の
正
確
な
把
握
も
必
要
で
あ
る
。
そ

こ
で
小
麦
収
穫
が
始
ま
る
１
〜
２
週
間
前

に
撮
影
さ
れ
た
衛
星
画
像
か
ら
成
熟
期
の

早
晩
を
精
度
よ
く
表
す
手
法
を
開
発
（
図

A
）。
こ
の
手
法
で
「
生
育
早
晩
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
、
収
穫
作
業
で
利
用
す
る
と
い

う
試
験
を
02
年
か
ら
04
年
の
３
年
間
実
施

し
た
。
そ
の
結
果
、
以
前
に
比
べ
て
小
麦

乾
燥
の
コ
ス
ト
を
約
３
割
減
少
で
き
た

（
図
B
）。
こ
れ
は
、
生
育
状
況
に
沿
っ
て

作
業
が
で
き
た
こ
と
で
、
高
い
水
分
で
収

穫
さ
れ
る
小
麦
が
減
少

し
、
乾
燥
施
設
に
集
荷
さ

れ
る
小
麦
の
水
分
の
ば
ら

つ
き
が
少
な
く
な
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
導
入

後
は
Ｊ
Ａ
職
員
が
衛
星
画

像
か
ら
生
育
早
晩
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
乾
燥
施
設
の

運
用
計
画
や
収
穫
を
行
っ

て
い
る
農
家
集
団
に
提

供
。
収
穫
作
業
の
効
率
化

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
経
済
的

な
効
果
だ
け
で
は
な
く
、
収
穫
順
番
を

決
め
る
際
に
客
観
的
で
明
快
な
地
図
情

報
を
元
に
話
し
合
え
る
た
め
、
農
家
間

の
合
意
形
成
に
役
立
つ
と
い
う
効
果
に

つ
い
て
も
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
活
用

は
小
麦
の
生
産
量
が
年
間
３
万
ｔ
を
超

え
る
よ
う
な
芽
室
町
で
は
十
分
採
算
が

合
う
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
中
山
間

地
の
農
業
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
実

用
化
の
た
め
に
は
コ
ス
ト
を
回
収
す
る

方
法
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、

生
産
現
場
の
条
件
が
違
え
ば
、
衛
星
画

像
の
解
像
度
も
、
範
囲
も
、
投
資
で
き

る
コ
ス
ト
も
異
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
伴
い
、
地
上
、
ラ
ジ
コ
ン

ヘ
リ
、
航
空
機
、
高
解
像
度
衛
星
な
ど
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
得
ら
れ
た
情
報
を

う
ま
く
選
択
し
て
、
補
完
し
な
が
ら
利
用

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

現
在
、
私
は
農
業
機
械
内
の
情
報
通
信

シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
に
従
事
し
て
い

る
。
近
年
で
は
農
業
現
場
に
お
い
て
も
情

報
の
電
子
化
が
進
ん
で
い
る
が
、
各
種
デ

ー
タ
を
一
元
的
に
管
理
し
て
有
効
利
用
し

な
く
て
は
も
っ
た
い
な
い
。
そ
こ
で
、
ト

ラ
ク
タ
と
作
業
機
の
間
に
、
乗
用
車
な
ど

で
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ａ
Ｎ
（C

ontroller

A
rea
N
etw
ork

）
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
施
肥
や
播
種
を

制
御
す
る
機
器
の
開
発
と
環
境
負
荷
低
減

や
省
力
化
に
向
け
た
利
用
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
機
械
の
情
報

通
信
の
国
際
規
格
が
策
定
さ
れ
た
が
、
こ

れ
を
利
用
し
て
よ
り
簡
単
に
農
業
情
報
を

生
産
現
場
で
活
用
で
き
る
仕
組
み
が
で
き

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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図A 2004年7月18日に人工衛星SPOT5号により 
撮影された画像より作成した生育早晩マップ出力例 
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図B 水分20％までの乾燥経費の推移 
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星
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モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
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も
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実
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農
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報
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効
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い
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進
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